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１. まえがき 
自然で円滑な異言語間コミュニケーション支援環境の実

現を目指し，著者らは，同時通訳に関する理論的，工学的

研究を行っている[1][2]．同時通訳は，人間の極めて高度
な言語処理活動であり，今日，脳科学，認知科学，言語学

など，幅広い分野において，その複雑なメカニズムについ

て研究されている．しかし，大規模な同時通訳データに基

づく研究は極めて少ない． 
本稿では，同時通訳の実体にアプローチするために，通

訳者が話者の発話に追従するためのストラテジを話速に着

目して分析する．分析には，名古屋大学 CIAIR同時通訳コ
ーパス[3]を使用した．テーマの異なる 4つの講演を対象に，
２名の通訳者の通訳データを比較した結果，話者発話への

追従ストラテジに関する２つのパターンが明らかになった． 

２．同時通訳者の話者発話への追従ストラテジ  
同時通訳は，話者の発話途中で訳出を開始し，聞き手に

伝えなければならず，その言語処理の複雑さから，ワーキ

ングメモリ(一時的な記憶機能)の極限レベルでの作業事例
であるとされている[4]．同時通訳者にとって，講演者の話
速，言い淀み，言い直し，文脈，未知語の出現，言語間の

語順の違いなどは，通訳を遂行する上で大きな問題となる．

講演の同時通訳では，通訳者の訳出状況に関わらず，発話

が進行していくため，厳しい時間制約が伴う．このような

過酷な状況下にも関らず，通訳者は話者発話に大幅に遅れ

ることなく，訳出することができる．そこには，その時々

の状況に応じた話者発話への追従のためのストラテジが存

在していると考えられる． 
 

３．同時通訳コーパスを用いた話速の分析 
同時通訳における話者発話への追従ストラテジを捉える

ため，話速に着目し，通訳者の話速の分布，及び，講演の

開始から終了までの話速推移を調査した．分析用データと

して名古屋大学 CIAIR独話同時通訳コーパスの英日通訳デ
ータにおいて，4 人の英語話者によるそれぞれテーマの異
なる 4講演において，同一の講演を日本語に通訳した 2名
の通訳者(以下，通訳者Ａ,Ｂ)の通訳データを用いた．デー
タの基礎統計を表１に示す．通訳者Ａ,Ｂの経験年数はいず
れも 20年程度である． 
話速は，コーパスに付与されている発話単位あたりの時

間情報(発声の開始時刻・終了時刻)を用いて計算した．英
語のモーラ数は短母音で 1モーラ，長母音で 2モーラ，  
 

表 1. 分析に用いた通訳データの基礎統計 
    講演ⅰ 講演ⅱ 講演ⅲ 講演ⅳ

講演テーマ 教育 社会 経済 スポーツ

講演時間（s） 703 644 654 603

発話時間（s） 507.8 498.4 486.7 444.4

発話総数 298 226 234 248

単語数 1849 1219 1202 1401

講演者(※
ⅰ～ⅳは別

の講演者)

モーラ数 5366 3853 3924 4202

発話時間（s） 380.4 349.7 343.8 347.8

発話総数 235 252 276 230

形態素数 1523 1582 1406 1468
通訳者Ａ

モーラ数 5366 3154 3013 3009

発話時間（s） 492.1 469.7 488.5 380.0

発話総数 213 226 204 180

形態素数 1958 2001 1921 1592
通訳者Ｂ

モーラ数 4054 3909 4043 3314

 
表 2.  話速の平均と標準偏差 

    講演ⅰ 講演ⅱ 講演ⅲ 講演ⅳ

話速平均(mora/s) 10.16 7.54 7.90 9.46
講演者 

話速標準偏差 3.01 1.98 2.23 3.61

話速平均(mora/s) 8.28 8.52 8.51 7.98
通訳者Ａ 

話速標準偏差 2.33 2.33 2.25 2.47

話速平均(mora/s) 7.87 7.93 7.96 8.16
通訳者Ｂ 

話速標準偏差 2.03 1.96 1.96 2.14

 
母音の後ろの子音で 1 モーラとした[5]．日本語のモーラ
は形態素解析器[6]の解析結果を利用して定めた． 

3.1 話速の平均と標準偏差 
各講演における講演者と通訳者の話速の平均と標準偏差

を表 2 に示す．4 つの講演の話速の平均は互いに大きく異
なる．話速の平均に大きな違いがある．通訳者Ａは，通訳

者Ｂに比べ，講演ごとに話速の平均にばらつきがあり，話

速も速く，標準偏差の値が大きい．一方，通訳者Ｂは，4
講演とも話速の平均がほぼ一定であり，標準偏差も小さい．

すなわち，通訳者Ａは講演による話速の違いになんらかの

影響を受けているのに対し，通訳者Ｂはそれほど影響を受

けていないと考えられる． 

3.2 話速の分布  
講演を通して，通訳者発話において，どれぐらいの速度

の発話がどの程度の頻度で出現するかを調査した．4 つの
講演別に，2 名の通訳者の話速頻度を図 1 に示す．  調
査の結果，通訳者 Aは，講演ごとに，話速の分布に大きな 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

図１. 話速の頻度 
 

違いがあり，通訳者Ｂは講演の違いに関らず，ほぼ同様の

分布を示すことがわかった． 

3.3 話速推移 
講演開始から終了までに，講演者，通訳者の発話がどの

ように推移するかを調査した．例として講演ⅰにおける講

演者，通訳者Ａ，通訳者Ｂの話速推移グラフを図 2 に示す．
講演者の話速が絶えず変動しているのに対し，通訳者Ａは

話速を変化させながら追従している様子がわかる.すなわち，
話者の話速変動に順応しながら通訳を遂行するストラテジ

であると言える．この現象は 4 つの講演に共通して確認さ
れた．一方，通訳者Ｂの場合，発話開始から約 120 秒まで
に，話速が徐々に約 5 mora/sまで落ちるものの，その後は
話速 6 mora/sから 9 mora/sの間に安定し，その後大きな変
動は見られない．すなわち，この 120 秒までに，自分の通
常の通訳ペースに安定させるため，通訳者の無意識的，も

しくは意識的な手法が存在する可能性も考えられ，さらに

詳しい分析が必要である．残りの 3 講演においても，通訳
者Ｂは講演が進行するにしたがって話速が安定していく傾

向が見られた．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 講演中の話速推移 (例 講演ⅳ) 
 

4.まとめ 
本稿では，英日同時通訳者の話者追従ストラテジに関し

て，話速に着目して分析を行った．その結果，講演者の話

速の変化に対し，自らの話速を柔軟に変化させながら追従

するストラテジと，講演の違いに関らず，自分の通訳ペー

スに安定させながら追従するストラテジが存在することが

分かった．本稿の調査結果を踏まえ，今後はさらに，この

2 つのストラテジを成立させる，より細かい通訳者の手法
について分析する予定である． 
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